
図 書 委 員 さ ん が 本 を 選 び ま し た 

８月２９日、イオン新小松の BOOK KaBoSにて、図書委員が本を選ぶ実習に参加 

しました。総勢１０名の図書委員が、図書館を利用する人のことを考えながら心を込め

て本を選びました。ぜひ図書館に見に来てくださいね。 

（選んだ本・一部） 

『リセットルーム』はやみねかおる  朝日新聞出版社 

『ビスケット』キム ソンミ 飛鳥新社 

『ぎょらん』町田 そのこ 新潮社 

『ルームメイトと謎解きを』楠谷佑 ポプラ社 

『８番出口』川村元気 水鈴社 

『雨上がり、君が映す空はきっと美しい』汐見夏衛 スターツ出版 

『多分そいつ、今ごろパフェとか食ってるよ。』Ｊａｍ/名越 康文監修 サンクチュアリ出版

『ゆるゆる古典教室 オタクは実質、平安貴族』栞葉 るり 加藤 昌嘉 監修 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

『カエル君と学ぶ！ 著作権』三坂 和也 井髙 将斗 秀和システム新社 

『ぜんぶ絵でわかる世界の宗教事典』正木晃 エクスナレジ              ほか 計８９冊  

 

  

 

図書館だより        

大聖寺高校 

図書委員会 

R7.9月号 

夏の間に新しい本が入りました！図書委員さんが書店で選んだ本も 

これからたくさん並ぶので、ぜひ図書館に足をのばして見てくださいね 

まだ持っている人は、すぐに 

返却しましょう！ 

★職員室前廊下 と 

★図書室前  

に があります 

図書室カウンターに持ってく

るか返却ポストに入れて、す

ぐに返すようにしましょう 

 新しい本のおすすめを一部紹介します 

『パズルと天気』 伊坂幸太郎/著 PHP研究所 

【パズル】マッチングアプリでしか出会えない「名探偵」に悩みを

依頼する/【竹やぶバーニング】仙台七夕まつりでかぐや姫の大

捜索/【透明ポーラーベア】シロクマ好きで行方不明になってし

まった姉の元恋人と動物園で/【イヌゲンソーゴ】花咲か爺さん、

ブレーメン……/【Weather】友人の結婚式に参加した大友は新

婦からある相談を持ち掛けられていた・・ 

伊坂幸太郎が贈る、「幸せ」な短編集。 

『踊りつかれて』 塩田武士/著 文藝春秋 
首相暗殺テロが相次いだあの頃、インターネット上にももう一つの爆弾が落とされてい

た。ブログに突如書き込まれた【宣戦布告】。そこでは、SNS で誹謗中傷をくり返す

人々の名前や年齢、住所、職場、学校……あらゆる個人情報が晒された。ひっそり

と、音を立てずに爆発したその爆弾は時を経るごとに威力を増し、やがて 83 人の人

生を次々と壊していった。直木賞候補作。 
■宣戦布告■ 

よく聞け、匿名性で武装した卑怯者ども。 

SNS なんてなくなればいいのにな。えっ、ダメ？ 余計なこと言うなって？ そう

だよなぁ。やっとおまえら権力者になれたもんな。炎上させて誰かが何かを諦めたと

きに、社会を変えてやったと実感できるもんな。そうやって表面的な正義感で研いだ

ナイフで、悪意の塊でつくった毒で世直ししてるもんな。 

 
『逃亡者は北へ向かう』 柚月裕子/著 新潮社 

雪がちらつく３月の東北。震災直後に殺人を犯してしまった真柴

亮は死刑を覚悟しながらもある人物を探すため姿を消した。一

通の手紙を手に北へ向かう途中、家族とはぐれた子供と出会

う。一方、刑事の陣内康介は、津波で娘を失いながらも真柴を

追う。震災の混乱のなか、ふたつの殺人事件が起きた。逃亡す

る容疑者と追う刑事。ふたりはどこへ辿り着くのか。直木賞候補

作。 

『それいけ！平安部』 宮島未奈/著 小学館 

県立菅原高校の入学式当日、同じクラスになった安

以加から「平安時代に興味ない？」と栞は声をかけら

れた。「平安部を作りたい」という安以加の熱意に入部

を決めるが、新部を創設するには五人の部員が必要

だった。知恵をしぼって部員を集め、平安部は誕生す

るが、はたしてどんな活動が始まるのか。『成瀬は天下

を取りに行く』の作者が描く青春ど真ん中小説。 

『生成ＡＩと脳 この二つのコラボで人生が変わる 扶桑社新書』 

池谷裕二/著 扶桑社 
生成ＡＩがもたらす新しい脳の使い方。空気が読めない人は、ＡＩを使うのも苦手。生

成ＡＩは文系的な性質を持つ。クリエイティビティの面で勝てる人間は９．４％。上手

なプロンプトを書くコツ。ＡＩに「意識」は存在するのか…など、脳科学の池谷先生が

最新の知見をたっぷり解説します。 
【本文より】 

ＡＩが存在するからといって、人間のすることがなくなるわけではありません。Ａ

Ｉに全てを任せることが、人間の生きる価値を否定することではないのです。むし

ろその逆で、人間にはＡＩではできない能力がたくさんあり、その価値は決して失

われません。たとえば「楽しむ」という行為はその最たるものです。さらに言えば、

本来は人間が苦手なことをＡＩに任せ、自分たちは人間らしい行為に特化すること

で、「本来人間がするべきこと」に脳の使い方が特化されるはずです。完璧な人間

がいないように、完璧なＡＩも存在しないのです。 

『声優、東大に行く 』  

佐々木望/著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

声優・佐々木望さんが東大を受験し見事合格、世間を

驚かせた。44 歳で決心し仕事を休むことなく勉強時間

を確保。２年間の独学で東大入試を突破、そして７年か

けて卒業。多忙な中どのように時間を確保しどのような

方法で学び続けたのか。学びの真っ只中のみなさんを

勇気づける一冊。 


